職　務　経　歴　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇年〇〇月〇〇日 現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇株式会社に入社後、約〇年間〇〇〇〇内で〇〇〇〇〇〇〇機種の胴体製造の生産技術に従事しています。
〇万点以上ある部品の組立工程の管理や改善を主に担当し、常に生産性、品質の向上及び工数削減に努めてきました。
中でも作業プロセスの要領化、生産工程で発生するﾄﾗﾌﾞﾙの恒久的な是正をすることで品質向上に貢献してきました。
■職務経歴

□〇〇〇〇年〇月～現在　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇株式会社
　◆事業内容：航空宇宙機器の機体設計・生産技術・治工具設計
　◆資本金：〇〇百万円　従業員数：〇〇〇名
	期間
	担当製品
	業務タイトル
	担当業務
	メンバー/役割

	〇〇〇〇年〇月

　～

〇〇〇〇年〇月
	研修
	研修
	航空機製造における導入研修
CATIA V５の基本操作、〇〇〇〇〇〇〇機種の図面教育
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ教育、JIS規格の基本教育

	メンバー数：〇〇 名


	〇〇〇〇年〇月

　～

〇〇〇〇年〇月


	B〇〇〇 SEC〇〇

	設計改善
	生産維持対応
・〇〇〇〇〇〇〇社へ図面改定を提案(英文ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ)
・製品生産時の発生したﾄﾗﾌﾞﾙに対するﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾄ
・不適合品に対する設計判断
　
	メンバー数：〇 名

	〇〇〇〇年〇月

　～

〇〇〇〇年〇月
	B〇〇〇 SEC〇〇
	生産工程開発
生産維持対応
	過去モデルの生産再開対応
・過去モデル対応のための生産工程開発
・生産工程の見直しと作業ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄを一新。
　品質向上に繋がり、〇年ぶりとなる過去モデルは
　予定のスケジュール通り出荷。
・既存製品の生産時の対ﾄﾗﾌﾞﾙ対応
　
	メンバー数：〇〇 名



	〇〇〇〇年〇月

　～

現在
	B〇〇〇 SEC〇〇
	生産工程開発

生産維持対応
	生産維持対応
・生産中のﾄﾗﾌﾞﾙ対応、不適合品の処置
恒久的な対策、治具検討、工程検討
　慢性的に発生していた不適合を新規工法の開発をしたことにより解消。
工数改善対応
・作業、工程を改善
現場作業へ立ち合い改善案の提案
治具検討、穴明け動力化、工具検討
　工程見直し、現場要求を適用

	メンバー数：〇〇 名




■活かせる経験・知識・技術
・製品不適合に対するﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ力及び対策立案力
・CATIA V５を用いた簡単な３Dﾓﾃﾞﾙ作成技術
・製造現場、他部署との調整力
・一般的なPC 操作による資料作成経験（Word,Excel,PowerPoint）
■資格

・普通自動車運転免許証（〇〇〇〇年〇月）
■自己ＰＲ
　<生産性の高い製造工程の開発>
　作業工数削減を目指し、既存の製造工程の課題を徹底的に分析しました。削減目標値に差がある作業を洗い出して改善案を
抽出。改善案実現に向けて必要なアクションを細かいｽｹｼﾞｭｰﾙを引いて日々管理し、取り組んでいました。実現した際の
費用対効果とスピード感を意識して〇分〇秒でも無駄がなくせるように生産性向上を心掛けていました。
結果として、〇年で作業工数〇〇%削減を達成ができました。さらにその後も改善活動は続けております。
　
　<製造時におけるﾄﾗﾌﾞﾙ対応力>
私はB〇〇〇の胴体構造の組立に携わっており、部品点数も〇万点を超え、小さい部品から大きな部品まで取り扱っています。
製品組立時に発生したどんなﾄﾗﾌﾞﾙに対しても、原因分析と対策案の立案をして、常にｽｹｼﾞｭｰﾙ通りに出荷ができるように
対処しています。発生したﾄﾗﾌﾞﾙを処置する際は、原因分析はもちろんですが、製品の生産は止めることがないように
すぐに対策を考えて行動し、常に臨機応変に対応しています。他の部署ともｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取る機会がとても多いため、
調整力も身に付きました。
以上
あまり、限定せずに簡潔に！
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